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名古屋市・空見スラッジリサイクルセンターにおける下水汚泥固形燃料化事業

毎日の浄化後に残る下水汚泥を
バイオマス燃料化して再利用する。
水も空気もきれいな未来へ向けて。

Case 01

下水が歩んできた道

　日本の近代下水道の歴史は、明治

時代にまで遡ります。淀んだ汚水や

豪雨災害の浸水などがコレラの大流

行を引き起こし、年間死者数が10万

人超に及んだ年もありました。さら

にはチフスや赤痢といった感染症も

加わり、その対策として上水道法

（1890年）と下水道法（1900年）

が制定されたのです。しかし、上水

道が優先され、下水道の整備は遅々

として進みませんでした。

　下水道法が大きく見直されたのは、

制定から70年後の1970年。高度成

長に伴う河川の水質汚染の深刻化が

きっかけでした。特に顕著だったの

は、工業が盛んな地域や人口が密集

する都市部です。魚が住めなくなる

ほど汚れて悪臭を放っていた東京・

隅田川では、江戸時代から続いてい

た花火大会が中止に追い込まれ、再

開までに長い歳月を要しました。

　2019年には、国内の下水道普及率

は約８割にまで高まります。河川の

汚染状況は改善されたものの、新た

な課題が浮かび上がってきました。

　それが、地球規模で解決が望まれ

る「脱炭素化」の動きです。

汚泥はバイオマス資源である
　

　キッチンやトイレから出る生活排

水、産業排水、路上脇から回収され

る雨水などの下水は、各自治体の水

処理施設で浄化されます。その際に

堆積して残るのが、大量の汚泥です。

では、その汚泥はどうなるのかとい

うと、焼却処分が行われていました。

そこで発生する焼却灰は、セメント

材料への再利用や埋立処分に回され

るという流れです。

　ところが、セメントの減産や埋立

処分地の飽和によって、焼却灰も行

き場を失いつつあります。脱炭素に

向かう動きの中で、焼却時の温室効

果ガス排出量削減も必要となってき

ました。下水道の普及によって河川

の浄化を進めると同時に、他の環境

への負荷低減にも取り組んでいかな

ければ、持続可能な地域社会づくり

は実現できません。

　こうした課題に対する解決策とし

て私たちが提案してきたのが、ここ

で紹介する〈下水汚泥固形燃料化事

業〉です。下水汚泥は微生物をたっ

ぷり含んでいるため、バイオマス燃

料の原料になりうる。しかも、毎日

の生活や産業活動から排出されるた

め、将来にわたって安定的に回収で

きる資源と言える。これらに注目し、

独自に技術開発を進めてきました。

さまざまな変化を捉える

　完成した技術は〈ジェイコンビ®〉

と名付けました。下水汚泥を焼却処

分せずに、バイオマス燃料として再

利用することで、温室効果ガス排出

量削減と自治体の処分先問題を解決

する仕組みです。

　まずは二軸ミキサーの中に核とな

る極少の粒を入れたあと、脱水した

汚泥を投入して攪拌すると、雪だる

まのように粒にまとわりついていき

ます。この工程を3～4回繰り返し、

乾燥ドラム内で乾燥させると直径

1～5ミリほどの粒状の固形燃料が

できるという〈造粒乾燥方式〉を採

用しました。

　この手法で製造された固形燃料化

物は他手法である〈炭化方式〉で製

造されたものと比べて、非常に優れ

た効率を示します。発熱量は石炭の

３分の２に迫り、製品回収率は有機

分をほぼ全量利用できるという高さ

です。さらに、燃料として利用する際

に発生するエネルギーが、下水汚泥

から燃料へと加工する際に要するエ

ネルギーよりも大きいため、温室効

果ガス排出量削減にも貢献できます。

　ただし、実際の下水汚泥は、さま

ざまな有機物の混ざり合ったドロド

ロの液体です。汚泥の粘性や水分量

などには地域差があり、微生物の活

動は水温に左右されるため、季節に

よっても状態は異なります。そのと

きどきに最適なチューニングを施さ

なければ、粒状にはなりません。

　そのため、山形県新庄市に建設し

た１号機は、エンジニアたちにとっ

て試行錯誤の連続でした。投入され

る脱水汚泥の性質やその変化に応じ

て、春・夏・秋・冬と１年間にわた

って温度やリサイクル量の最適な運

転ポイントを設定すべく、調整を繰

り返すという地道な作業は欠かせま

せん。こうして2008年、日本初と

なるジェイコンビ®による下水汚泥

固形燃料化プラントの完成にこぎ着

けたのです。

　その後、知見や経験を蓄積しなが

ら、福島市・北九州市・福山市とい

った各地での実績を重ね、処理能力

や調整精度を高めていきます。そし

て、５号機として受注したのが、名

古屋市の下水汚泥処理場の一つであ

る〈空見スラッジリサイクルセンタ

ー〉における、下水汚泥固形燃料化

事業です。

規模も要求も国内最大級

　名古屋市では下水汚泥が3つの汚

泥処理施設に集約されています。そ

のため、今回建設した５号機の1日

の処理量は200トンにものぼり、

３・４号機の約３倍の能力が要求さ

れました。エンジニアたちは、乾燥

ドラムの能力強化に加え、スケール

アップのためのデータ分析を重ねて

いきます。

　加えて、他地域よりも厳格な環境

基準が課せられていました。周辺に

は住宅地があり、入り江の対岸には

ラムサール条約の登録区でもある藤

前干潟が広がっているためです。そ

こで、従来の燃料化施設にはなかっ

たさまざまな対策を講じましたが、

中でも苦戦を強いられたのが、乾燥

の熱源でした。

　温室効果ガス排出量のさらなる削

減と事業予算を両立させるべく、地

域で発生する建設廃材チップを燃料

として採用できないかと考えたのです。

釘や塗料などの異物混入によるトラ

ブル対応も含め、別用途のプラント

で採用実績を持つ社内のエンジニア

のサポートも得ながら、燃焼試験を

繰り返して仕様を固めていきました。

　建設工事も一筋縄では進みません。

前例がないだけに生じる日々の小さ

なトラブル、試運転時の新型コロナ

ウイルス感染拡大など、想定外のさ

まざまな支障も生じました。しかし、

こういうときこそ粘り強く挑み続け

るDNAを、私たちは先達から受け継

いできています。地球温暖化防止の

一助となるべく、大都市における下

水汚泥処理のモデルをつくり出して

いく―。そんな関係者全員の思い

が結実し、2020年11月、無事に運

用開始へとこぎ着けました。

＊
　施設の完工に加え、私たちが成し

遂げたことがもう一つあります。こ

のプロジェクトで私たちは、市から

の要求に加え、新たなスキームを提

案し、事業化しました。向こう20年間

のＯ＆Ｍ（運転と維持管理）に加え、建

設廃材チップの買い取りと汚泥燃料

の販売供給までを行う。他部署で建

設していた〈名古屋市北名古屋工場〉

というごみ処理施設においても、バ

イオマスエネルギーとして汚泥燃料を

採用するというものです。こうした

〈地産地消型〉の循環モデルを一つの

ソリューションとして、脱炭素化社会

の実現というゴールに向けて一歩ず

つ近づいていきたいと考えています。

温室効果ガス排出量削減を掲げたパリ協定の採択から５年後の秋、私たちは一つの答えを形にしました。
従来は焼却処分していた下水汚泥をバイオマス燃料化し、
その燃料を地域のごみ処理施設や民間工場の熱源として活用することで、
「エネルギーの地産地消」及び「温室効果ガス排出量削減」を実現するというスキームです。
舞台となるのは、かつて市民の熱意によって埋立の危機から保護された、名古屋市・藤前干潟のほど近く。
当社独自の〈ジェイコンビ®〉システムによる、持続可能な環境ビジネスモデルについて紹介しましょう。

ふじまえ
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脱水した汚泥を攪拌・造粒する二軸ミキサー

景観配慮と騒音防止のため
外壁が巡らされた外観

景観配慮と騒音防止のため
外壁が巡らされた外観

施設周辺の入り江に藤前干潟を望む
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時代にまで遡ります。淀んだ汚水や

豪雨災害の浸水などがコレラの大流

行を引き起こし、年間死者数が10万

人超に及んだ年もありました。さら

にはチフスや赤痢といった感染症も

加わり、その対策として上水道法

（1890年）と下水道法（1900年）

が制定されたのです。しかし、上水

道が優先され、下水道の整備は遅々
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釘や塗料などの異物混入によるトラ

ブル対応も含め、別用途のプラント

で採用実績を持つ社内のエンジニア

のサポートも得ながら、燃焼試験を

繰り返して仕様を固めていきました。

　建設工事も一筋縄では進みません。

前例がないだけに生じる日々の小さ

なトラブル、試運転時の新型コロナ

ウイルス感染拡大など、想定外のさ

まざまな支障も生じました。しかし、

こういうときこそ粘り強く挑み続け

るDNAを、私たちは先達から受け継

いできています。地球温暖化防止の

一助となるべく、大都市における下

水汚泥処理のモデルをつくり出して

いく―。そんな関係者全員の思い

が結実し、2020年11月、無事に運

用開始へとこぎ着けました。

＊
　施設の完工に加え、私たちが成し

遂げたことがもう一つあります。こ

のプロジェクトで私たちは、市から

の要求に加え、新たなスキームを提

案し、事業化しました。向こう20年間

のＯ＆Ｍ（運転と維持管理）に加え、建

設廃材チップの買い取りと汚泥燃料

の販売供給までを行う。他部署で建

設していた〈名古屋市北名古屋工場〉

というごみ処理施設においても、バ

イオマスエネルギーとして汚泥燃料を

採用するというものです。こうした

〈地産地消型〉の循環モデルを一つの

ソリューションとして、脱炭素化社会

の実現というゴールに向けて一歩ず

つ近づいていきたいと考えています。

▶藤前干潟と住宅地に近いため、設計段
階での排気ガス・騒音・振動・臭気対策はも
とより、施工段階においても厳しい環境
基準が求められました。新型コロナの影
響で機器メーカーが技術者派遣を躊躇す
る局面もありましたが、「下水道処理は絶
対に止められない」との意義を共有し、
万全な感染症対策のもと
で無事に完遂しました。
（エンジニアリングマネ
ジャー：村田雄一）

▶今回は乾燥の熱源に建廃チップを採
用しましたが、今後は間伐材や剪定枝、
生ごみとの組み合わせなど、地域ニーズ
を汲んだ事業モデルを提案し、新たな社
会システムの実現に寄与したい考えで
す。脱炭素という流れのスピードが加
速していく中で、一連のプロセスの標準
化や、固形燃料の利用先
の開拓などを推し進めて
いきます。（プロジェクト
マネジャー：山越 博）

下水汚泥から固形燃料ができるまで
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　物流業界の課題を解決

　約20兆円。これは2019年におけ

る国内Eコマースの市場規模で、10

年間で約2.5倍にまで拡大しました。

背景にはスマートフォンの普及によ

り、ネット通販の利用が一気に進ん

だという社会の変化があります。

　コロナ禍による巣ごもり需要が急

増し、物流業界では人手不足が深刻 

さを増していますが、それとともに

課題となっているのが倉庫のあり方

です。大型の物流拠点にまとめる集

約型と、各納品エリアに配置する分

散型のどちらにシフトしたほうがよ

いのか。自然災害に強いレジリエン

トな倉庫、働く人の利便性や環境共

生に配慮した倉庫とはどんなものか。

商品や配送ニーズも変化していく中

で、各テナントの状況に合った倉庫

の移転計画が進められていきました。

　こうした物流業界における倉庫の

見直しの流れの中で、拡大してきた

ものがあります。それは、デベロッ

パーなどによる、マルチテナント型

の物流センターへの投資です。利用

するテナントにとっては、自前で新

築するよりも初期投資を抑えられる

上、必要なスペースを無駄なく確保

でき、事業計画が変わった際の退去

も容易です。自動化システムへの対

応や、事務所やカフェテリアなどの

付随機能も備わっています。こうし

たメリットが受け入れられ、マルチ

テナント型の物流センターは全国各

地に次々と建設されていきました。

　その牽引役とも言える物流不動産

企業・㈱シー アール イー（以下CRE）

と私たちが初めてタッグを組んで臨

んだのが、ここで紹介するマルチテ

ナント型物流センター〈ロジスクエ

ア大阪交野＝以下LSOK〉です。

大空間建築の実績を経て

　私たちの建築部門では、かねてか

ら数々の鋼構造物を手がけ、鉄骨の

可能性を最大限に引き出してきまし

た。中でも得意とするのは、巨大な

空間の広がる大スパンの建築物です。

　古くは東京ドーム、新千歳空港タ

ーミナル、東京ビッグサイト、航空

会社の格納庫。最近では東京スカイ

ツリー、山手線新駅の高輪ゲートウ

ェイ駅、新国立競技場など。日本を

代表する都市インフラ施設において、

デザイン性と強靭性を併せ持つ、鉄

骨構造の設計施工を担ってきました。

　その延長線上として、私たちが挑

戦してきたのが物流センターです。

一つ一つ実績を重ねていく中で、私

たちが確信したことがあります。一

般的にはモノを保管するだけの場所

としてイメージされている倉庫に、

持続可能な社会づくりのための、さ

まざまな工夫を盛り込めるというこ

とです。このLSOKを例に見ていき

ましょう。

有事も支える数々の設計

　物流センターにとって重要なのは、

ライフラインとも言える物流網にお

ける川上と川下、生産者と消費者の

あいだでモノの円滑な流れを滞らせ

ないことです。特に災害時において

物流は、被災者の生命にも関わって

きます。そこで、LSOKではさまざ

まなBCP（ビジネス・コンティニュ

イティ・プラン）対策を強化しました。

　揺れが到達する前に作動して人と

モノを守る緊急地震速報システムや、

ポンプの機能しない停電時にも対応

する給水システム。有事の際にかま

どとして火を焚けるベンチや、フォ

ークリフトに搭載されたバッテリー

から館内照明の電源をとれる配電仕

様も採用しました。

　もちろん、建物自体が地震に脆弱

では話になりません。地上４階の各

床を支える柱やブレースの数を増や

せば耐震性は増しますが、ピッキン

グ棚などの配置や搬送車の動線に制

約が生じ、倉庫としての使い勝手は

下がってしまいます。それを解消す

べく、私たち独自のグリッドシステ

ム※1を採用しました。これにより数

千通りのスパン検討を行うことで、

鋼材重量をミニマムに抑えるととも

に、空間レイアウトの自由度が高ま

るスパンを選定しました。

　その上で、当社独自の制振部材

〈アンボンドブレース®〉を採用し

ました。東日本大震災の際にも、倒

壊を免れた病院の耐震補強材として

活躍したものです。既存の建築物に

も設置できるため、追加の補強や交

換も可能で、まさにBCPという点に

おいて心強い存在となります。

　
環境に配慮した設備
　

　もう一つ私たちが提案したのが、

環境対策です。ディーゼル車規制や

京都議定書において環境基準が設定

されたこともあり、物流企業や荷主

企業の意識はより高まっていました。

倉庫の集約化や配送ルートの適正化

など、効率化が進められていたのです。

そうしてトラックの走行距離が短くな

ると、CO2の排出も少なくなります。

　その視点がトラックだけではなく

倉庫にも向けられるようになったの

は、物流不動産デベロッパーの提案

力によるところも小さくありません。

環境意識の高いテナントを積極的に

誘致していったのです。

　ここLSOKにおいても、CREと私

たちとで検討を重ね、さまざまな環

境対策を盛り込んでいます。たとえ

ば、全館を高寿命で消費電力の少な

いLED照明にすると同時に、人のい

ないときには自動的にオフになる人

感センサーを採用しました。また、

トイレや洗面所などは節水型の衛生

器具としています。

　これらにより、CASBEE（建築環境

総合性能評価システム）※2ではAラン

ク認証を、BELS（建築物省エネルギ

ー性能表示制度）では５つ星を取得

するなど、環境や省エネに配慮した

施設として公的にも評価されました。

さらに、屋上を利用した太陽光発電

など、クリーンエネルギーの導入も

行っています。

　2021年に受注した神奈川県の物

流倉庫では、ZEB（Net Zero Energy 

Building）認証取得を目指し、デシカ

ント空調や地中熱ヒートポンプとい

った省エネ技術を採用しました。今

後の案件においても、私たちの他部

門が手がけている水素ステーション

の併設や、風力発電設備の導入など、

環境対策の可能性をさらに模索して

いきます。

＊
　物流倉庫としての機能を高めなが

ら、さまざまなBCP対策と環境対策

を詰め込んだ、本プロジェクト。エン

ジニアたちのこだわりは、そこで働

く人たち自身にとっての快適性にも

及んでいます。それは、眺望のよい

カフェテラス、ドライバーの休憩室

といった付帯施設の整備だけに留ま

りません。LSOKの立地する大阪府

交野市には天野川という一級河川が

流れ、平安時代から七夕伝説ゆかり

の地として知られてきました。これ

をモチーフとした内装デザインをオ

フィスエリアのエントランスにまで

採用するなど、地域らしさの演出に

注力したのです。

　物流倉庫には、入荷・保管・ピッ

キング・タグ付けやラベル貼り・検

品・梱包と数多くの業務があり、多

くの人たちの力がなければ成り立ち

ません。物流という川の流れを支え

るエッセンシャルワーカーの方々が、

いつまでもキラキラと輝いて働ける。

こうした機能性を超えた魅力のある

空間に育ってほしいと考えているの

です。

有効利用先の多系統化により、
焼却灰発生量を約3割削減
▶名古屋市では、家庭や事業所からの排水を15か所
の施設で処理したあと、3か所の汚泥処理場に集約
し、全量を焼却処分しています。その際に発生した
焼却灰の有効利用先の約６～７割がセメント原料に
偏っていることが課題でした。 ▶御社のジェイコンビ
は、環境負荷の低減を目指す当局のスタンスに合致
した技術です。大型化にあたってのご苦労も乗り越
え、完成されました。この燃料化施設の稼働により、
下水汚泥の有効利用先の多系統化が図られ、焼却灰
の発生量を約３割減らすことができる予定となって
います。 ▶周辺環境との調和にも努めた本施設で、
安定した操業の継続を期待しています。

名古屋市上下水道局　施設部 様

下水が歩んできた道

　日本の近代下水道の歴史は、明治

時代にまで遡ります。淀んだ汚水や

豪雨災害の浸水などがコレラの大流

行を引き起こし、年間死者数が10万

人超に及んだ年もありました。さら

にはチフスや赤痢といった感染症も

加わり、その対策として上水道法

（1890年）と下水道法（1900年）

が制定されたのです。しかし、上水

道が優先され、下水道の整備は遅々

として進みませんでした。

　下水道法が大きく見直されたのは、

制定から70年後の1970年。高度成

長に伴う河川の水質汚染の深刻化が

きっかけでした。特に顕著だったの

は、工業が盛んな地域や人口が密集

する都市部です。魚が住めなくなる

ほど汚れて悪臭を放っていた東京・

隅田川では、江戸時代から続いてい

た花火大会が中止に追い込まれ、再

開までに長い歳月を要しました。

　2019年には、国内の下水道普及率

は約８割にまで高まります。河川の

汚染状況は改善されたものの、新た

な課題が浮かび上がってきました。

　それが、地球規模で解決が望まれ

る「脱炭素化」の動きです。

汚泥はバイオマス資源である
　

　キッチンやトイレから出る生活排

水、産業排水、路上脇から回収され

る雨水などの下水は、各自治体の水

処理施設で浄化されます。その際に

堆積して残るのが、大量の汚泥です。

では、その汚泥はどうなるのかとい

うと、焼却処分が行われていました。

そこで発生する焼却灰は、セメント

材料への再利用や埋立処分に回され

るという流れです。

　ところが、セメントの減産や埋立

処分地の飽和によって、焼却灰も行

き場を失いつつあります。脱炭素に

向かう動きの中で、焼却時の温室効

果ガス排出量削減も必要となってき

ました。下水道の普及によって河川

の浄化を進めると同時に、他の環境

への負荷低減にも取り組んでいかな

ければ、持続可能な地域社会づくり

は実現できません。

　こうした課題に対する解決策とし

て私たちが提案してきたのが、ここ

で紹介する〈下水汚泥固形燃料化事

業〉です。下水汚泥は微生物をたっ

ぷり含んでいるため、バイオマス燃

料の原料になりうる。しかも、毎日

の生活や産業活動から排出されるた

め、将来にわたって安定的に回収で

きる資源と言える。これらに注目し、

独自に技術開発を進めてきました。

さまざまな変化を捉える

　完成した技術は〈ジェイコンビ®〉

と名付けました。下水汚泥を焼却処

分せずに、バイオマス燃料として再

利用することで、温室効果ガス排出

量削減と自治体の処分先問題を解決

する仕組みです。

　まずは二軸ミキサーの中に核とな

る極少の粒を入れたあと、脱水した

汚泥を投入して攪拌すると、雪だる

まのように粒にまとわりついていき

ます。この工程を3～4回繰り返し、

乾燥ドラム内で乾燥させると直径

1～5ミリほどの粒状の固形燃料が

できるという〈造粒乾燥方式〉を採

用しました。

　この手法で製造された固形燃料化

物は他手法である〈炭化方式〉で製

造されたものと比べて、非常に優れ

た効率を示します。発熱量は石炭の

３分の２に迫り、製品回収率は有機

分をほぼ全量利用できるという高さ

です。さらに、燃料として利用する際

に発生するエネルギーが、下水汚泥

から燃料へと加工する際に要するエ

ネルギーよりも大きいため、温室効

果ガス排出量削減にも貢献できます。

　ただし、実際の下水汚泥は、さま

ざまな有機物の混ざり合ったドロド

ロの液体です。汚泥の粘性や水分量

などには地域差があり、微生物の活

動は水温に左右されるため、季節に

よっても状態は異なります。そのと

きどきに最適なチューニングを施さ

なければ、粒状にはなりません。

　そのため、山形県新庄市に建設し

た１号機は、エンジニアたちにとっ

て試行錯誤の連続でした。投入され

る脱水汚泥の性質やその変化に応じ

て、春・夏・秋・冬と１年間にわた

って温度やリサイクル量の最適な運

転ポイントを設定すべく、調整を繰

り返すという地道な作業は欠かせま

せん。こうして2008年、日本初と

なるジェイコンビ®による下水汚泥

固形燃料化プラントの完成にこぎ着

けたのです。

　その後、知見や経験を蓄積しなが

ら、福島市・北九州市・福山市とい

った各地での実績を重ね、処理能力

や調整精度を高めていきます。そし

て、５号機として受注したのが、名

古屋市の下水汚泥処理場の一つであ

る〈空見スラッジリサイクルセンタ

ー〉における、下水汚泥固形燃料化

事業です。

規模も要求も国内最大級

　名古屋市では下水汚泥が3つの汚

泥処理施設に集約されています。そ

のため、今回建設した５号機の1日

の処理量は200トンにものぼり、

３・４号機の約３倍の能力が要求さ

れました。エンジニアたちは、乾燥

ドラムの能力強化に加え、スケール

アップのためのデータ分析を重ねて

いきます。

　加えて、他地域よりも厳格な環境

基準が課せられていました。周辺に

は住宅地があり、入り江の対岸には

ラムサール条約の登録区でもある藤

前干潟が広がっているためです。そ

こで、従来の燃料化施設にはなかっ

たさまざまな対策を講じましたが、

中でも苦戦を強いられたのが、乾燥

の熱源でした。

　温室効果ガス排出量のさらなる削

減と事業予算を両立させるべく、地

域で発生する建設廃材チップを燃料

として採用できないかと考えたのです。

釘や塗料などの異物混入によるトラ

ブル対応も含め、別用途のプラント

で採用実績を持つ社内のエンジニア

のサポートも得ながら、燃焼試験を

繰り返して仕様を固めていきました。

　建設工事も一筋縄では進みません。

前例がないだけに生じる日々の小さ

なトラブル、試運転時の新型コロナ

ウイルス感染拡大など、想定外のさ

まざまな支障も生じました。しかし、

こういうときこそ粘り強く挑み続け

るDNAを、私たちは先達から受け継

いできています。地球温暖化防止の

一助となるべく、大都市における下

水汚泥処理のモデルをつくり出して

いく―。そんな関係者全員の思い

が結実し、2020年11月、無事に運

用開始へとこぎ着けました。

＊
　施設の完工に加え、私たちが成し

遂げたことがもう一つあります。こ

のプロジェクトで私たちは、市から

の要求に加え、新たなスキームを提

案し、事業化しました。向こう20年間

のＯ＆Ｍ（運転と維持管理）に加え、建

設廃材チップの買い取りと汚泥燃料

の販売供給までを行う。他部署で建

設していた〈名古屋市北名古屋工場〉

というごみ処理施設においても、バ

イオマスエネルギーとして汚泥燃料を

採用するというものです。こうした

〈地産地消型〉の循環モデルを一つの

ソリューションとして、脱炭素化社会

の実現というゴールに向けて一歩ず

つ近づいていきたいと考えています。

● 乾燥  ● 造粒

火力発電所 セメント工場

汚泥

焼却処分 埋立処分

生活排水

産業
排水 処理水

ジェイコンビ®

ごみ処理施設

家庭
下水処理場

浄水場

河川・海

工場
従
来
の
汚
泥
処
理

地産地消のエネルギー循環型社会へ
下水汚泥固形燃料化事業スキーム

雨水

トイレ

キッチン 固形燃料

エネルギーや資材、
ごみの適正処理などで
地域社会に供給・還元

新庄脱水汚泥燃料化施設 堀河終末処理場

東北～九州と条件の異なる汚泥に対応し、処理能力も大型化
日明浄化センター 西部水処理センター芦田川浄化センター
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空見スラッジリサイクルセンター 200t/日

年  30t/日 年  30t/日 年  70t/日 年  72t/日 年  100t/日

年
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